
最　終講義

｢オリンピックにおけるレスリング競技について｣

経営学部　　鈴　木　啓  三

1.オリンピックの歴史

1)古代オリンピックのはじまり

古代オリンピックは紀元前776年から紀元後

393年まで1169年間､ 4年毎に行われていた｡当

時は領有をめぐった地域(都市国家)同士の紛

争(戦争)が続いていた｡この時代に何故オリ

ンピック競技会が開催されたのであろうか｡古

代オリンピックは4年に1度の祭典であり､それ

は太陽暦と太陰暦の両方を知っていたギリシャ

人が､そのずれを修正するために4年毎に農事に

関わる儀式を行い､これが紀元前776年から競技

を中心とした祭典に変わったのではと考えられ

ている｡

それは全能の神ゼウスをはじめ多くの神々を

崇めるための､神域における体育や芸術の競技

祭であった｡そしてその中で最も盛大に行われ

ていた場所がギリシャのオリンピアと言われて

いる｡当時のギリシャにはオリンピアで行われ

ていた｢オリンピア祭典競技｣のほかに､イト

モスの｢イストミア競技祭｣､ネメアの｢ネメア

競技祭｣､デルポイの｢ピュティア競技祭｣は､

古代オリンピックと並んで4大祭典競技と呼ばれ

ていた｡このように古代ギリシャ人にとって､

スポーツの祭典は生活から切り離せないもので
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あり､ギリシャを中心とした宗教行事であった｡

これは全能の神のもとで､地域間の紛争を休止

させるために最も良い方法だったと考えられる｡

2)古代オリンピックの様々な種目

平和を願う崇高な精神から生まれた競技祭は､

｢走る｣ ｢跳ぶ｣ ｢投げる｣ ｢格闘する｣がオリン

ピック競技の原点となっている｡

古代オリンピックで最初に行われた競技は､ 1

スタディオン(192.27m)のコースを走る競争だ

った｡その後､スタディオンの距離を1往復

(384.54m)するデイアウロス走､約10往復(約

3,800m)するドリコス走､紀元前708年の第18回

大会からペンタスロンといわれる5種競技が行わ

れ､スタディオン走､幅跳び､円盤投げ､槍投

げ､レスリングの5種目を1人の選手が行う競技

で､ 3種目以上を制した者が優勝者と認定されて

いた｡そしてペンタスロンで行われたレスリン

グが､紀元前668年の第23回大会から単独の競技

として実施された(表1)｡立ったままの姿勢か

ら(投げるために片膝を付くことは認められて

いた)相手を持ち上げて投げる競技で､正しく

美しいフォームで投げなくてはいけなかった｡

時間制限はなく､勝敗が決するまでに長時間か

かる過酷な競技であった(図1)｡



3 )裸で出場した選手たち

古代オリンピックに出場する競技者は裸で競

技を行い、裸でスポーツを行ったことが古代ギ

リシャの特{数でもある O 躍動する肉イ本は多くの

観客を魅了し、芸術家はその肉体に魅了され、

鍛えられた若々しく美しい身体を賛美したO 彼

らはこうして 「円盤投げ競技者像JI槍を持つ競

技者像jなど数多くの身体美の極致というべき

優れた芸術作品を今日に残している O 古代オリ

ンピックは身体のみならず、文化交流も盛んに

行われ、哲学者は各地を講演し、デルポイの

「ピュテイア競技祭Jでは文芸の競技が行われ、

今日でも優秀な詩人に月桂冠が授与されているO

肉体と精神の統ーを図る古代ギリシャの思想は、

多くの優れた競技者、芸術家を生んだ。哲学者

らは 「健全なる精神は健全なる身体に宿る」の

言葉を今日に伝えている。

このように古代オリンピックでは、スポーツ

を愛するファンはどのような苦労もいとわず、

ギリシャ人にとってオリンピックを観戦せずに

生涯を終えることは大変不幸なことだ、った。ア

テナイのパン職人は、生涯で12回のオ リンピッ

クを観戦したと自分の墓石に刻ませた。ギリシ

ヤの哲学者らは、オリンピックについて「人間

界においてここ まで神に愛されたものはない」

と熱く語っているO

4 )古代オリンピックの終駕

紀元前146年、ギリシャはローマ帝国に支配さ

れた。古代オリンピックはギリシャ人以外の参

加を認めていなかったが、ローマが支配する地

中海全域の国から競技者が参加するようになり、

次第に変容を遂げていった。祖国性が次第に失

われ、職業競技者が優勢を占め、収賄が横行す

るなど競技の価値そのものが失われつつあった。

ローマ支配の中、崇高な精神で生まれたオ リン

ピックも次第に色槌せ、ローマの詩人ユナーリ

スが、 「健全なる身体に健全なる精神宿かれしj

と憂いの詩を詠っているO 紀元後392年、ローマ

皇帝テオドシウスがキリス ト教をローマの国教

と定めたことで、オリンピア信仰を維持するこ

とは困難となった。最後となる古代オ リンピッ

クは、紀元後393年の第293回オリンピック競技

大祭であり、それまで1169年間受け継がれた伝

統は終駕の時を迎えた。

古代オ リンピックがこれほど長く続いた要因

表 1古代オリンピック(紀元前766年~紀元後393年まで)の主な競技種目 図1.古代オリンピックのレスリング競技

競技種目 開始した年 競技種目の内容

スタディオン走 前776 197.7m(lスタディオン)競争

ディアウロス走 前724 スタディオンの距離を1往復(384.54m)する競争

ドリコス走 前724 約10往復(3，800m)する競走

5!重餓技(ベンタス口ン) 前708 スタディオン走、幅跳び、円脳宣(j、槍投げ、レスリングの総合競技

4頭立て戦車競争 前680 1周6スタデイオンの競馬場を12周(約14，000m)する

レスリング 前668 第23回大会から単独競技

ボクシング 前668

競馬 前648 競馬場を6周(約7，000m)する

パンクラチオン 前648 何をしてもよい格闘技

少年スタディオン走 前632 少年の競技

少年レスリング 前632 少年の競技

吹奏者競技 前396 最も遠くまで音色が届く者が、大会中に勝者を称える

ヘラルド覧舷支 前396 最も遠くまで声の通る者が、大会中に勝者の氏名などを布告する
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は何か｡ 1200年近く人々を魅了し続けたものは

何か｡スポーツをこよなく愛したアテナイの哲

学者エピクテトスは､ ｢オリンピックは人間が生

きることのメタファー(夢や人の行動全般)だ｣

と語った｡当時のギリシャの人々の生活は苦難

と試練の日々であり､また夏の強烈な日差しの

中､誰もが自分勝手なことを主張しいていた｡

街は騒がしく､人々の道徳観は薄れ､つまらな

いことに絶えず悩まされていた｡しかし､ ｢人は

すべてに耐える｣と言い､何故なら､ ｢人生もオ

リンピックも決して忘れられない壮大な見世物

だから｣と｡

5)近代オリンピックのはじまり

古代オリンピックの火が途絶えて1500年余の

時が流れた1896年､フランス人のピェ-ル･

ド･クーベルタン男爵の提唱で第1回近代オリン

ピックが古代オリンピックの故郷であるギリシ

ャ･アテネのパナシナイコ･スタジアムで開催

された｡第1回大会は､ 1986年4月6日～15日ま

での10日間行われた｡実施された競技は､陸上､

水泳､体操､レスリング､フェンシング､射撃､

テニスの8競技43種目であり､ウエイトリフティ

ングは体操の1種目として実施された｡参加者は

14ヶ国241名が参加し､古代オリンピック同様､

女人禁制の大会だった｡

クーベルタンがオリンピックによって目指し

たのは､スポーツがもたらす教育的な効果によ

る人間の変革であり､社会変革である｡当時､

知識ばかりを重視する学校に対してスポーツ活

動を取り入れるよう提案し､知育･体育･徳育

のバランスがとれた教育の実現を目指したもの

である｡クーベルタンが提唱したオリンピック

の理念を｢オリンピズム｣と言い､それはスポ

ーツを通じ､フェアプレーの精神のもとに身体

と精神を鍛錬し､若い人々が文化や国の違いな
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ど様々な差異を超えてお互いに理解し合い､友

好を深めて､さらには地球の平和にも貢献して

いこうということである｡｢より速く､より高く､

より強く｣と言う言葉がオリンピックのモット

ーであるが､これはオリンピック憲章14条で規

定されており､オリンピックムーブメントに関

わるものは(他より)抜きん出ることが求めら

れると説明されている｡モットーの具現化がオ

リンピックの金メダルであろう｡

108年振りに行われた第28回アテネオリンピッ

クは､ 2004年8月13日-29日までの17日間､ 202

ヶ国11,099名､ 28競技301種目という史上最大の

オリンピックの祭典となった｡日本からは男子

141名､女子171名､総勢312名という選手団を形

成し参加した｡女人禁制の時代から多くの女性

が競技に参加する時代となり､今日の近代オリ

ンピックは世界中の人々から愛される最大のイ

ベントとして発展している｡

2.オリンピックのメダル

1 )日本のメダル獲得推移

日本は夏季オリンピックにおいて､これまで

114個の金メダルを獲得している｡地元開催の

1964年第18回東京大会での日本は金メダルを16

個獲得し､国別ではアメリカ､ソビエトについ

で第3位となった｡レスリングは金メダル5個を

獲得する大活躍だった｡昨年(2004年)の第28

回アテネ大会の日本選手は大活躍し､東京大会

以来の金メダル16個を獲得した｡レスリングは

初めて女子も4階級採用され､日本は金2､銀1､

銅1と全階級メダルを獲得する活躍だった｡国別

では第5位であり､これは1984年第23回ロサンゼ

ルス大会以来の一桁台である｡メダル総数は史

上最高の37個を獲得した｡

レスリングにおいて初のメダルを獲得したの



は､ 1924年第8回パリ大会で銅メダルを獲得した

内藤克俊選手です｡当時､アメリカのペンシル

バニア州立大学レスリング部主将だった内藤選

手は､ケガをおしての苦しい戦いを続けながら､

まさに根性で勝ち取った銅メダルであった｡今

から80年以上前にアメリカに渡り､大学のキャ

プテンまで務めていた内藤選手の苦労は想像を

維するものと考えられる｡

戦後初となる1952年第15回ヘルシンキ大会は､

日本が16年ぶりに参加した大会である｡日本人

唯一の金メダルを獲得したのが､レスリングの

石井庄八選手である｡また1952年ヘルシンキ大

会から2004年アテネ大会まで､ 50年以上に亘っ

てメダルを獲得し続けているのがレスリングで

ある(表2)｡

2)競技別獲得金メダル

競技別獲得金メダル数では､レスリングは柔

道､体操に次いで22個の第3位である｡比率では

19%であり､日本スポーツ界に対して多大な貢

献度である(表3)｡アテネでの金メダル獲得数

においても､レスリングを含めた上位5位まで

の競技団体が金メダル16個の総てを獲得してい

る｡また､過去の大会からの金メダル獲得競技

は10競技のみである｡

3)日本レスリング金メダリスト

レスリングの金メダル22個の中､ 1968年第19回

表3.夏期オリンピック競技別獲得金メダル

順位 仄8ｵ｢金メFJ臓 6X6ﾂ獲得比率 ����

1 偖31 茶ｒ27.2% ���

2 ﾉ28 茶24.6% ������

3 ﾈ5ｨ98422 茶"19.3% ����

4 X未18 茶215.8% ���

5 凛H27 茶"6.1% ���

6 ﾈｸ7ｸｸ8ｲ3 2.6% ������

7 X4x486x8ｨ7H486X489842 1.8% ���

8 僥顆1 0.9% ���

8 ｸ4h9841 0.9% ����

8 們ｸﾈ"1 0.9% ��

合計 14 茶b100.0% ���

表2.オリンピック各大会における日本のメダル獲得推移

年 24 32 b52 鉄b60 田B68 都"76 塔B88 涛"96 04 俘xﾇb����������������

金 0 7 澱1 (1) 釘4 bコll (4) 29 (2) 4 (2) 3 迭16 (2) B"����������������������������

銀 0 7 釘6 (1) 7 (1) 迭7 (1) 唐6 唐コ3 (2) 唐6 唐9 (1) bR�������������������������

鋼 1 (1) 4 唐2 迭7 唐7 唐10 (4) B7 免ﾂ5 (1) 迭12 (3) R"�����������������������

合計 1 迭18 9 18 25 25 "14 "14 37 3R刳������������������

(1) 劔(2) 茶2(1) 茶b(5) 茶B(6) 茶ｒ(4) 茶(1) 茶(6) 茶C鋳���������

国別 金メダル 獲得順位  X犬5位 嶋犬17位 犬8位 犬3位 店犬5位 度犬14位 x犬23位 X犬5位 ����������������

※( )内はレスリング競技のメダル獲得数
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メキシコ大会の金子正明選手と1972年第20回ミ

ュンヘン大会の加藤喜代美選手は専修大学の卒

業生であり､本学教員の佐藤満先生は1988年第

24回ソウル大会の金メダリストである｡また､

2004年第28回アテネ大会の吉田沙保里選手の父

親と伊調馨選手の指導者は専修大学の卒業生で

ある(表4)｡

3.思い出

1 ) 1972年第20回ミュンヘンオリンピック

日本代表の監督として参加した大会において､

前述した専修大学卒業生の加藤選手と前年まで

世界選手権2連覇を達成していた柳田英明選手の

2名が金メダルを獲得し､責任者としての役割を

果たした思い出深い大会であった｡と同時に､

もう一つの思い出深く悲しい大会､出来事があ

った｡

それはオリンピック会場内のイスラエル選手

村に武装したゲリラが突如侵入し､イスラエル

人選手とコーチの2名を殺害し､残りの9名を人

質に取った｡これにより､平和の祭典であるオ

リンピック競技が中断されたのである｡ゲリ

表4.日本レスリングオリンピック全メダリスト一覧

No. 丶ｨﾜ9D開催都市 偃洩ﾂNo. 丶ｨﾜ9D開催都市 偃洩ﾂ������

1 鉄"ヘルシンキ 闔H泚J｢12 田メキシコ汗イ 做ｨ6｢����������

2 鉄bメルボルン )68蕀&｢13 都"ミュンヘン :ｮﾉ9Oﾂ�����������

3 〟 倚侏I8蔗14 〟 冩i68k����������

4 田B東京 亳y68ｶ15 都bモントリオ1レ 俘)69uH謦��������

5 ���′′ ��9Y�vﾙ?���16 ���〟 ��$(��自��

6 ﾈﾂ〟 饐9+yY17 塔B口サン也収 儻亥(k����������

7 〟 HﾋI]r18 〟 亶ｸﾋHﾏｨ鶯���������

8 r〟 倡8ﾘﾏR19 塔ソウル 傅ﾉ}ﾔh陲����������

9 田メキシコ汗イ i69l｢20 艇ﾂ〟 俚):i���������

10 〟 9Yvﾙ?21 R釘アテネ 亳y68ﾛ兢ｹz"������������

ll ���′′ 仞����9k��22 ��r��〟 ��+(･ﾒ�
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ラはイスラエルに収監されているパレスチナ人

234名の開放を要求したもので､西ドイツ警察の

人質解放計画が失敗し､人質となった9名全員が

死亡する最悪の結果となった｡翌日､イスラエ

ル選手団の追悼式が行われ､オリンピックは34

時間ぶりに再開された｡この中に多くのレスリ

ング選手が含まれていたのである｡私にとって

歓喜と共に､哀悼の意を表する気持ちが入り混

じった大会であった｡

2) 2004年第28回アテネオリンピック

昨年のアテネオリンピックはレスリング協会

副会長として参加した大会であった｡レスリン

グに関わり50年以上になり､他の競技団体を含

めた多くのオリンピック関係者と友好を深めた

大会だった｡スポーツを愛する人々が時間を忘

れて語り合うことは､本当に素晴らしいもので

ある(写真)｡そして私の関係する選手たちが活

躍することに疾し､改めてスポーツの意義､そ

してクーベルタンが提唱したオリンピックの理

念を実感する｡

3)専修大学卒業生のプロレスラー

■長州力(新日本プロレス) :ミュンヘンオリ

ンピック代表

1972年ミュンヘンオリンピックの時､長州力

(吉田光雄)は本学3年生であり､将来性に富ん

だ有能な選手であった｡まだ専修大学の学生だ

った長州を私はどうしてもオリンピックに出場

させたかったが､韓国では代表として連れて行

かないという事情だった｡そこで私は､当時の

在日本大韓体育会本部の延氏はじめ役員の万々

に出場依頼し､ようやく快諾を得た｡そのご好

意に深く感謝し､私が責任者として日本代表チ

ームと一緒に出発した｡試合は3回戦で敗退した

が､重量級の選手として大変素晴らしい内容の



試合だったO 次のオ リンピックでは確実にメダ

ルを狙える選手に成長すると確信し、ミュンヘ

ンを後にした。

-馳浩 (文部科学副大臣、衆議院議員):口サ

ンゼルスオリンピック代表

馳浩はレスリングでもチャンピオン、学問で

もチャンピオンと言えるぐらい本当に文武両道、

全てにおいて完壁な学生でした。卒業式はロサ

ンゼルスオ リンピックの最終予選とぶつかり出

席できず、後日に文学部中田ゼミにおいて馳の

ために武道館を貸し切り 、ただ l人のための卒

業式を行った。 馳は専修大学の教員と しても嘱

望されていたが、すでに大学入学時に星陵高校

で国語の先生として約束されていたため、中田

先生も断念した経緯がある O 夢であったプロレ

スラーにもなり、今では教育界のナンバー 2で

ある文部科学副大臣という大変なポストに就い

たことも、すべて馳の真撃な態度と努力の賜物

である O

-中西学(新日本プロレス):バルセロナオリ

ンピック代表

中西の入学時は決して大きな選手ではなく、

から

反対に線が細く不器用な選手であった。しかし、

持ち前のひたむきな努力を重ね、身体が大きく

なりそれと共にレスリングもめきめき強くなっ

た。就職は和歌山県教育委員会に入りオ リンピ

ックを目指していたが、大食漢のために食事代

だけで地方公務員の給料を使い果たしてしまう

ほどだったO それでは生活ができないというこ

とから、当時新日本プロレスに所属していた馳

の誘いで新日本プロレスに入社しオリンピック

を目指すこととなった。バルセロナオリンピッ

クから世界とアジアの予選が採用され、日本重

量級にとってオリンピックの代表は大変厳しい

状況であった。しかし中西はアメリカへ長期レ

スリング留学(ペンシルパニア州立大学)を行

い、その厳しいオリンピック予選を勝ち抜きオ

リンピック代表となった。留学時の逸話である

が、アメリカ人のマクドナルドでのランチは当

時約3ドルが平均であったが、中西は20ドル以上

も食べていたことから有名人になっていた。当

時のコーチは家庭に招いてパスタを出す時は、

バケツに入れて食べさせたそうである O

以下省略;

・秋山準 (ノア):学生チャンピオンからプ口へ

伊調姉妹恩師 沢内さん(専大08)/文部科学副大臣 馳浩先生(専大08)/

TV朝日アナウンサー 森下さん/専修大学佐藤先生/専修大学 久木留先生

前列左か ら

専修大学鈴木啓三/マラソン解説者増田明美さん/

日本レスリング創始者 八田一郎初代会長ご子息(アメリカ在住)
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■田中章仁(Kl-ド EG) :全日本5連覇中､

北京オリンピックを目指す

4.何故､金メダルを獲得できるのか?

1)夢

大きな夢､夢の実現化

2)計画

目標の明確化､目標達成の計画

3)心構え

全てに真剣に取り組む､妥協を許さない､プ

ラスアルファの努力

4)自信

積極的思考､肯定的思考

5)決意

揺るぎない信念､挑戦した選手のみチャンス

がある

これらの5つの要因は､オリンピックだけで

はなく､我々の人生の成功においても大変重要

と思われる｡レスラーは金メダルという大きな

夢を目指し､夢の実現化のために計画を立て､

日々妥協を許さず頑張っている｡学生諸君も大

きな夢を持ち､積極的にそれぞれの目標に挑戦

してもらいたい｡夢の具現化のために｡諸君の

健闘を期待する｡

5.馳浩文部科学副大臣(昭和59年度文学部国

文学科卒業)の話

私が専修大学入学を選んだ理由は､鈴木先生

にスカウトをいただいたからにはかなりません｡

私なりに､大学に進学するに当たって条件があ

りました｡

一つには､国語科教員の免許を取得できるこ

と｡

二つ目は､そのために優秀な教授がいること｡

三つ目は､大学と体育寮と道場とが近距離に
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あること｡

四つ目は､その大学が強く伝統があること｡

五つ目が一番大切な部分で､指導者を尊敬で

きることでした｡

当時のこんな私にも､国体で優勝した後には

十数大学のレスリング部のスカウトに来て頂き

ましたが､迷うことなく鈴木先生の専修大学を

選びました｡スポーツ界には珍しく紳士的で知

的な鈴木先生は､人生を決める重要な大学の4

年間を託するにふさわしい指導者としての風格

と人懐こさと､情熱を持っておられました｡と

りわけ､怪我に対しては細心の神経を使われる

監督であり､絶対に学生に無理をさせませんで

した｡ともすると､学生リーグ戦や学生王座決

定戦の団体戦では､チームの勝利のためにと怪

我の無理を押して出場させたり減量させたりす

る指導者が多い中で､いつも学生の人生の将来

を考えた判断をなさいました｡当然､個人戦で

あっても､後遺症の残るような事態にならない

ように､未然に学生の心身の痛みを分かち合う

ような姿勢を指導者として崩すことはありませ

んでした｡

今では私が鈴木先生の後を引き継いで監督を

務めております｡まだまだ足元にも及びません

が､常に選手の大学卒業後の人生を念頭におい

て指導することを心がけております｡

また､レスリング競技で五輪や世界選手権に

数多くの選手を輩出したにとどまらず､プロの

世界にもレスラーを送り込んでいます｡吉田光

樵(長州力)､馳浩､中西学､秋山準｡いずれも

プロレス界を担う人材として活躍しています｡

その功績の根底にある指導力をこそ､評価すべ

きだと思います｡

レスリング部の指導ばかりでなく､日本レス

リング協会の役員としてや､本学のいくつもの



学生指導の役職を勤められました｡ ｢鈴木先生な

ら｣と､鈴木先生の教え子の就職を世話してく

ださった企業も数知れません｡教育に終わりは

なく､教壇を降りることになっても､いつでも

道場に来て暖かいまなざしを現役選手やわれわ

れ指導陣に注いでいただきたい｡

｢了｣

【引用･参考文献】

･日本オリンピックアカデミー編(2∝叫) ;21世

紀オリンピック豆辞典,栄, 3940, 1061114.

lJOC監修(1994) ;近代オリンピック100年の

歩み,ベースボールマガジン社

･日本オリンピック委員会JOC;

http :〟www.joc.or.jp/

-28-


	053_9_Part1
	053_9_Part2
	053_9_Part3
	053_9_Part4
	053_9_Part5
	053_9_Part6
	053_9_Part7
	053_9_Part8.pdf



